
 
 

 

 

「湖山池の歴史や人々と湖山池の関わり」について話を聞くことを通して、湖山池の自然や環境について理解を深め、自然と

人間との関わり方を広く考えていくことをねらいとして学習に取り組みました。６月上旬に、湖山池情報プラザの方と青島のフ

ィールドワークをしたり、湖山池の生物や伝説についての話を聞いたりしました。そして、何万年も前は、湖山池が海だったこ

とや、現在の大学がある場所も砂丘の一部だったことを知りました。そして、調べて分かったことから新たに生じた疑問につい

てもっと詳しく知るため、２回にわたって農学部の小玉芳敬先生（もと本校校長）にお話いただきました。 

 

１回目：附属小学校内で小玉先生の講義 

７月、１回目の学習では、「湖山池の汽水化」について、小玉先生が用意してくださったスライド

と共に学習を進めました。それまでの「ちいき」の学習で、「汽水化」については、その名称と「海

水と淡水が混ざっている状態」という大まかな情報を子供たちは掴んでいました。ただ、「淡水のみ

だったときや、海水が混ざったとき、それぞれの時期があるのは何故なのか？」…その理由につい

てまでは、はっきりとは分かってはいませんでした。小玉先生は、「その変化した歴史と理由、そしてそれによって湖山池の環境

が大きく変わった」ことを、順を追いながら説明してくださいました。 

子供たちが最初に驚いたことは、湖山池とつながっている「湖山川」の行き先についての変化でした。この、「湖山川がどこに

流れていくのか」によって、湖山池の環境は、幾度も変化していくのでした。それは…。 

①１００年以上昔、湖山川は、その東側を南北に流れる一級河川、「千代川」へと流れ、つながっていました。海へと流れる  

千代川、そして湖山川を通して、湖山池はゆったりとした自然な「汽水」の状態にありました。 

②それが、今から５０年ほど前に千代川の直動化の工事と鳥取港整備があったことによって、湖山川は、千代川を経由せず、 

直接鳥取港へとつながりました。海と直接つながり、海水が多く混ざることとなりました。 

③海水が多く含まれるようになったことで、それまでの汽水の状態より塩分濃度が高くなりました。その結果、農作物等、池の

周辺地が塩害を受けてしまったため、およそ２０年前、湖山川の水門を閉めて海水が混ざらないようにして、淡水化しました。 

④しかし、淡水化によって、今度はアオコ（藻の仲間）やヒシ（水草の一種）が一気に増え、湖山池は、水面が緑色と茶色  

に覆われました。また、特に夏場には、強い匂いが湖山池から出るようになりました。 

⑤そこで、約１０年前、アオコやヒシを減らすために湖山川の水門を開いて水を海へとつなげ、池に海水を入れこみました。 

しかし、急な水質の変化によって、カラスガイやヘラブナなどが大量死してしましいました。 

⑥現在は、水門の開け閉めを調整し、水質が急激に変化をしないよう、湖山池の水質環境を整えています。これが、現在の「汽 

水」の状態です。 

…小玉先生の講義により、子供たちは、「人間が環境をかえるときは、自然のペースに合わせてゆるやかに進めていくことが大切

である」という教訓を学びました。人と自然の共存に関わる大切な学びの時間となりました。 

２回目：湖山池青島にて小玉先生の講義・実験 

１０月に行った、２回目の学習では、現在の「汽水」の状態について、小玉先生手作りの水槽を湖

山池に見立て、実験を行いました。水と塩水には、それぞれ異なる色をつけ、水に塩水を注いでいき

ます。そうすると、塩水の方が重いため、下の方へと溜まっていくことが、色水の層で視覚的に分か

ります。そして、湖山池の中で起こる波によって、ゆるやかに淡水と海水が混ざっている状態…それ

が現在の湖山池であることが分かりました。 

また、湖山池と近隣で、鳥取の有名地である「鳥取砂丘」の成り立ちや範囲の変化、地層などについても説明をいただき、そ

の面積の変化や歴史についても学びました。子供も、我々引率も、鳥取砂丘の雄大であり美しい景観を思い浮かべながら、そし

て、新しく知る情報にも惹き付けられながら、小玉先生のお話を聞きました。 

 

身近な湖山池に愛着をもつだけでなく、探究心を高め、視野を広くもつもととなったこの学習…。「湖山池や鳥取砂丘について、

また今日もびっくりすることを教えてもらった。」「ここのところが気になるから、もっと調べたい。」「湖山池や鳥取砂丘ってこ

んなにすごい場所だったんだ。」など、見学、講義などの度に、新たな事象を知り、新たな疑問が生まれる経験に、子供たちは学

ぶ楽しさを感じていました。そして、小玉先生が今なお研究を続けておられること、また、湖山池を守る活動をしておられるこ

とを知りました。小玉先生との出会いと学習の時間は、研究者として、そして地域を大切にする先輩として、そのお姿からも学

ぶことができる、大切な時間となりました。 

キャリアに拓く ３年生の活動 
お世話になった先生  

 農学部 小玉芳敬先生 

鳥取大学附属小学校では、大学の学部や研究機関、地域の施設

等と連携して学びの場をつくり、子供のキャリア形成を目指して

いく活動、「キャリアに拓く」を実施しています。 

３年生の活動の様子を紹介します。 


